
症例検討３

顎骨病変

〇落合隆永1)（DDS）、中尾寿奈1) （DDS）、江原道子1) （DDS）、
松原 誠2)（DDS）、石橋浩晃2) （DDS）、村松泰徳2) （DDS）、

住友伸一郎2) （DDS）、永山元彦1) （DDS）
1)朝日大学歯学部口腔病態医療学講座口腔病理学分野
2)朝日大学歯学部口腔病態医療学講座口腔外科学分野



症 例

年 齢：20歳代

性 別：男性

採取方法：穿刺吸引

採取器具：注射針

臨床経過：上顎右側臼歯部に急速な増大と疼痛を
認める腫脹を主訴に本院歯科口腔外科
を受診した。

臨床診断：上顎腫瘍











判定名/推定組織型

1. 陰性/ Odontogenic keratocyst

2. 陰性/ Ameloblastoma

3. 陽性/ Ameloblastic carcinoma

4. 陽性/ Central mucoepidermoid carcinoma

5. 陽性/ Primary intraosseous carcinoma, NOS

こちらをクリックして回答に進んでください。

https://forms.gle/K1qN3jrb1dhuygaC8

